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氏 名｜派遣 地 ！現 職 l石 高！派遣時年齢｜
有馬則故｜［武蔵・相模・伊豆・！ I 使 番 i 30 石｜ 57 ! 
駒井親行｜［両野・両総 ｜｜書院番 ［ 悶 O石（ 39 
岡田苦紀｜（常陸・安房 j l 書院番 i 120 石 1 31 
渡辺 均｜（三河・駿河・遠江・l I 使 番 ! 10 石 l ？ 
宮 崎重 r;'i I I尾張・伊勢・伊賀・｜ （小姓組番 I 20 石 1 36 
L甲・信・飛騨・美濃j l 小姓組番
久留島通貞｜（五議・紀伊・ ）｜使 番 r 10 石！ 49 
猪飼正冬｜｜但馬・播磨・ ｜｜書院番 ｜ 日0 石｜ ？ 
永 田 重 種！ L丹波・丹後 J I 書院番 I 120 石 i 37 
駒井昌勝｜｜阿波・讃岐・ I I 使 番 I 1s7o 石！ 47 
小田切直利｜｜淡路・土佐・ ｜ ｜小姓組番 I 1630 石｜ 32 
水野守重 Il伊予・二車 ) I 小 姓 組 番 I so 石 1 43 
奥田忠信！｜大隅・日向・二筑・｜｜使 番 I 2so 石［ 37 
戸川安成｜｜二肥・壱岐・対馬・ I I 書院番 1 150 石； 32 
柴田康能 I l五島・薩摩 j l 小姓組番 I 10 石 1 43 
高木定清＼ I因幡・伯者・隠岐・ I I 使 番 I 10 即石｜ 50 
服部貞治 i I出雲・石見・長門・｜ ｜小姓組番 I 120 石 1 49 
佐橋佐成 iL周防・芸・美作三備J ｜小姓組番 I 10 石｜ 30 
大関増公 II近江・若狭・ ｜｜使 番 I 10 石｜ 41 
中根正武 I！加賀・能登・ I I 小姓組番 I 10 石 l 45 
内藤忠広 I ，佐渡・三越 ) I 書院番 ! 10 石｜ 29 
保田宗郷 II奥羽・松市I・ ｜｜使 番 I 350 石 l 36 
佐々成泣 ll蝦夷 ｜｜小姓組番 I 10so 石 l ？ 













表〔4〕 宝永 7 (1710 ）年諸国巡見使一覧表
1 派遣地！現職！石
［（武蔵・相模・伊豆・l l 使 番 I 
l l両野・両総・ I i 小 姓 組 番
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巾 付 一 事 、
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えていた為 その諸国巡見使派遣はいよいよ困難となり、ついに皮喜の時に至って、その派遣は停止されることになったのである。つまり、従来将軍代替りに伴って行われて た諸国巡見使派追の方針は、ついにこの時 至って放実せられたのであ て、江戸幕府の諸国巡見使の制度はこ ような情勢の中で、つい その終りを告げたのであっ 。
おわりに
以上、諸国巡見使の制度としての確立、その初期に於ける派遣






































































































































































































































































































































地 川 県 は ほ 、
参
加仔一川にと
っ て
片山川に有志
花なも
のであった。でと
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